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三田市 

子育て世帯の経済状況と生活実態に関する調査 

（保護者向け） 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．このアンケートは、小学生または中学生の子どもの保護者の方が、ご記入ください。 

２．ボールペンや鉛筆などで、数字を記入したり、あてはまるものの番号に○をつけてください。 

３．回答が終わったら、子どものアンケートを入れた封筒とあわせて、返信用封筒（同封の大きい

封筒）に入れ８月３日（木）までに切手をはらずにポストに入れてください。 

ご回答いただくうえでご不明な点、調査に対するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

三田市役所 健康福祉部 こども室 健やか育成課 

電話番号：             ＦＡＸ： 

  

○名前や住所は書かないでください。この調査で個人を特定することはありません。  

○アンケートはすべて統計的に処理し、統計の報告以外の目的には使用しません。 

○子どもの調査票をお子さんが記入できない場合は、お手数ですが、保護者の方が代わってご記

入いただきますようお願いいたします 

○ごきょうだいなどで、この調査用紙が複数届いた場合、保護者の方は、調査票１通だけにご回

答ください。 

○回答は、お答えになれる範囲で回答してください。 

記入に際してのお願い 

◆  調査へのご協力のお願い ◆ 
 

みなさまには、日頃から市政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申しあげます。 

現在三田市では、子育てしやすい環境づくりと一人ひとりの子どもの状況に応じた

支援の充実のため、今後どのような取り組みが必要になるか、検討を進めています。 

子どもの貧困が社会問題として注目される中、家庭の経済状況にかかわらず、全て

の子どもの成長を支えるための方策を検討するうえで子育て世帯の経済状況と生活実

態に関する本調査の結果を、基礎資料として活用したいと考えております。 

調査の性質上、家庭の収入等、プライベートなことについてもおうかがいするもの

になっていますが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力くださいますようお願いいた

します。 
 

平成 29年７月 三田市   
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２．世帯の状況についておたずねします。 

１．最初にあなた（保護者）とお子さんの関係についておたずねします。 

 

 

 

 

問１ この調査に回答いただいている方におたずねします。 

（１）お子さんからみたあなたの続き柄について教えてください（１つに○） 

１ 母親 ５ 姉 ９ その他の親戚 

２ 父親 ６ 兄 10 その他（         ） 

３ 

４ 

祖母 

祖父 

７ 

８ 

おば 

おじ 
 

 

 

（２）あなたの年齢をお答えください。（１つに○） 

１ 30歳未満  

２ 30歳代 

３ 40歳代 

４ 50歳代 

５ 60歳代 

６ 70歳以上 

 

 

 

問２ あなたの世帯の状況についておたずねします。 

（１）あなたの世帯（世帯員）についておたずねします。 

①世帯の人数は何人ですか。 

世帯の人数 

 

 

 

 

人 

 

②お子さんの人数をご記入ください。 

小学校入学前 

 

  

人 小学生 

 

 

 

 

人 中学生 

 

  

人 

 

高校生 

 

  

人 大学･短大･専門学校等 

 

 

 

 

人 就職･その他 

 

  

人 

 

（２）世帯員をすべて選んでください。（お子さんからみた続き柄で、あてはまる番号すべてに○） 

１ この調査票を受け取ったお子さん本人 ４ 兄弟・姉妹 ７ おば・おじなど親戚 

２ 母親 ５ 祖母 ８ その他の人（       ） 

３ 父親 ６ 祖父   

  

※あなたの世帯について、平成 29年７月１日現在の状況を教えてください。 

※単身赴任・入院・入所の方など、家計を一緒にしたり、定期的に帰宅する人も世帯の人数に含めてお答

えください。 

（あなたと調査票を受け取ったお子さんを含めた人数をご記入ください。） 
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（３）世帯員の人に介護または介助の必要な方がいますか。（１つに○） 

１ いる ２ いない 

 

問３ あなたの住居は、次のどれにあてはまりますか。（１つに○） 

１ 持ち家 ４ 民間の賃貸住宅 

２ 県営・市営の住宅 ５ 社宅等の給与住宅 

３ 都市再生機構・公社等の公営賃貸住宅 ６ その他（           ） 

 

問４ あなたの家計の収支状況についておたずねします。 

（１）前年（2016年）の１年間のあなたの家計の状況についておたずねします。（１つに○） 

１ 貯蓄ができている ３ 赤字でもなく黒字でもない 

２ 赤字である ４ わからない 

 

（２）（１）で「２ 赤字である」と答えた方におたずねします。赤字の場合はどのようにしてい

ますか。（１つに○） 

１ 貯蓄、預金のとりくずし ３ 金融機関等からの借入 

２ 親や親族などからの仕送り ４ その他（           ） 

 

（３）お子さんの将来のために貯蓄をしていますか。（１つに○） 

１ 貯蓄をしている ３ 貯蓄をするつもりはない 

２ 貯蓄をしたいが、できていない   

 

（４）現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じていますか。（１つに○） 

１ 大変苦しい ４ ややゆとりがある 

２ やや苦しい ５ 大変ゆとりがある 

３ 普通   
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問５ あなたの世帯では、経済的な理由（お金がなくて買えない、家が狭くて置けないなど）のた

めに家庭にないものはありますか。（あてはあまる番号すべてに○） 

１ 子どもが自宅で宿題をすることができる場所 ８ 電子レンジ 

２ 自家用車 ９ 電話（固定電話・携帯電話） 

３ 洗濯機 10 世帯専用の風呂 

４ 冷蔵庫 11 世帯人数分の布団またはベッド 

５ 掃除機 12 急な出費のための貯金（５万円以上） 

６ 暖房機器 13 あてはまるものはない 

７ 冷房機器   

 

問６ 次の費用のうち、過去１年間に経済的な理由のために支払いができなかったことはあります

か。（あてはあまる番号すべてに○） 

１ 学校・保育所・幼稚園の遠足費用や修学旅行費などの諸費用 

２ 学校や保育所・幼稚園の給食費   

３ 家賃・住宅ローン ８ 公的年金・健康保険・介護保険の保険料支払い 

４ 電気代 ９ 税金 

５ ガス代 10 通勤や通学に使うバスや電車の料金 

６ 水道代 11 あてはまるものはない 

７ 電話代（固定電話・携帯電話）   

 

問７ あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えない

ことがありましたか。（１つに○） 

１ よくあった ３ まったくなかった 

２ ときどきあった   

 

問８ あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣料が買えない

ことがありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属は含みません。（１つに○） 

１ よくあった ３ まったくなかった 

２ ときどきあった   
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問９ お子さんの母親と父親が最後に通った学校を教えてください。（1 つに○。現在、ひとりで

子どもを育てている場合（ひとり親の場合）はあてはまる方だけに○をつけてください。） 

母 親 父 親 

１ 中学校卒業 １ 中学校卒業 

２ 高等学校中途退学 ２ 高等学校中途退学 

３ 高等学校卒業 ３ 高等学校卒業 

４ 高専・短大・専門学校等卒業 ４ 高専・短大・専門学校等卒業 

５ 大学卒業 ５ 大学卒業 

６ 大学院修了 ６ 大学院修了 

７ その他の教育機関卒業（       ） ７ その他の教育機関卒業（       ） 

８ 答えたくない ８ 答えたくない 

 

問 10 お子さんの保護者の方の現在の就業状況についておたずねします。（複数か所にお勤めされ

ている方は、あてはまる番号をすべて選んでください。） 

  ※母親、父親以外の方が主として家計を支えている場合、母親・父親以外の方にもご記入をお願いします。 

  ※現在、育児休業などで休業中の方は、復職するときの仕事の番号を選んでください。 

 

（１）母親は １ いる ２ いない 

 

 

「１ いる」に回答された方は、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「７ 仕事を探していない」を選ばれた方は、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

  

１ 勤め（常勤・正規職員） ５ その他の就業形態（         ） 

２ 勤め（パートまたはアルバイトなどで１か所に勤務） ６ 仕事を探している 

３ 勤め（パートまたはアルバイトなどで２か所以上に勤務） ７ 仕事を探していない 

４ 自営業・家業   

１ 家事や育児に専念している ５ 年金で暮らしている 

２ 学生である ６ 家賃収入や株式運用などで暮らしている 

３ 家族の介護や介助にあたっている ７ その他（           ） 

４ 病気などで療養中である   
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（２）父親は １ いる ２ いない 

 

 

「１ いる」に回答された方は、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「７ 仕事を探していない」を選ばれた方は、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

（３）母親・父親以外に主として家計を支えている方は（祖母、祖父、おば、おじ、その他の親戚など） 

1 いる ２ いない 

 

 

「１ いる」に回答された方は、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「７ 仕事を探していない」を選ばれた方は、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

  

１ 勤め（常勤・正規職員） ５ その他の就業形態（         ） 

２ 勤め（パートまたはアルバイトなどで１か所に勤務） ６ 仕事を探している 

３ 勤め（パートまたはアルバイトなどで２か所以上に勤務） ７ 仕事を探していない 

４ 自営業・家業   

１ 家事や育児に専念している ５ 年金で暮らしている 

２ 学生である ６ 家賃収入や株式運用などで暮らしている 

３ 家族の介護や介助にあたっている ７ その他（           ） 

４ 病気などで療養中である   

１ 勤め（常勤・正規職員） ５ その他の就業形態（         ） 

２ 勤め（パートまたはアルバイトなどで１か所に勤務） ６ 仕事を探している 

３ 勤め（パートまたはアルバイトなどで２か所以上に勤務） ７ 仕事を探していない 

４ 自営業・家業   

１ 家事や育児に専念している ５ 年金で暮らしている 

２ 学生である ６ 家賃収入や株式運用などで暮らしている 

３ 家族の介護や介助にあたっている ７ その他（           ） 

４ 病気などで療養中である   
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問 11 お子さんの保護者の方が家にいる時間帯で、多い時間帯を選んでください。（１つに○） 

※保護者の方には、祖母・祖父、おば・おじなどの親戚を含みます。 

※自宅が仕事場の場合は、お仕事が終わる時間帯を選んでください。 

１ お子さんの学校からの帰宅時間には家にいる ４ お子さんが寝た後に帰ってくる 

２ お子さんの夕食時間には家にいる ５ 保護者の方の帰宅時間が決まっていない 

３ お子さんの寝る時間には家にいる ６ その他（           ） 

 

問 12 学校が終わってから、主にお子さんと過ごす時間の長いのはどなたですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１ 母親 ５ 兄弟・姉妹 ９ ファミリーサポートセンター会員 

２ 父親 ６ おば・おじなど親戚 10 お子さんがひとりでいる 

３ 祖母 ７ 近所の人 11 その他の人（         ） 

４ 祖父 ８ 放課後児童クラブの指導員  

 

問 13 あなたは、過去１年間で次のような地域のイベントに参加したことがありますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１ 近所のお祭り  

２ 子ども会や自治会などが開いた運動会やクリスマス会などの行事 

３ 公園や道路などの掃除、地域の避難訓練など 

４ どれにも参加していない 

 

問 14 あなたの家族では、ご近所とお付き合いはありますか。（１つに○） 

１ ある ３ まったく付き合いがない 

２ 付き合いはないが、あいさつ程度はする   

 

※１を選ばれた方は、次の設問にお答えください。 

問 15 どのようなお付き合いをしていますか。（あてはまる番号すべてに○） 

１ 世間話、立ち話をする ４ 家族ぐるみで交流のある人がいる 

２ 物の貸し借りや相談など生活面で協力し合う人がいる ５ その他（           ） 

３ 買い物や趣味、スポーツなどを一緒にする人がいる   

 

  



8 

３．お子さんのことについておたずねします 

 

 

 

 

 

問 16 お子さんは、療育手帳や身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちですか。 

（１つに○） 

１ 持っている ２ 持っていない 

 

問 17 あなたの世帯では、経済的な理由で、次のような経験をされたことがありますか。 

（おおむね 1年の間でお考えください。あてはまる番号すべてに○） 

１ 子どもを医療機関に受診させることができなかった ９ 子どもを学習塾に通わせることができなかった 

２ 子どもの進路を変更した 10 子どもの誕生日を祝えなかった 

３ 子どものための本や絵本が買えなかった 11 子どもにお年玉をあげることができなかった 

４ 子どもにおこづかいを渡すことができなかった 12 子どもの学校行事などに参加することができなかった 

５ 子どもに新しい服や靴を買うことができなかった 13 
子ども会、地域の行事（祭りなど）活動に参加
することができなかった 

６ 
子どもを学校の遠足や修学旅行へ参加させ
ることができなかった 

14 
家族旅行（テーマパークなど日帰りのおでかけ
を含む）ができなかった 

７ 子どもを習い事に通わせることができなかった 15 1～14 の項目にはどれもあてはまらない 

８ 子どもをクラブや部活に参加させられなかった   

 

問 18 あなたとお子さんとの関係について、次の項目でもっとも近いものを選んでください。 

（１）家庭でお子さんの食事をつくる（料理する）ことがどのくらいありますか。（１つに○） 

１ ほとんど毎日 ４ 週に１日程度 

２ 週に４～５日程度 ５ 月に２～３日程度 

３ 週に２～３日程度 ６ ほとんどつくらない 

 

（２）あなたは、お子さんとよく会話しますか。（１つに○） 

１ よくする ３ あまりしない 

２ する ４ しない 
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（３）あなたがお子さんと一緒に何かをしたり、相手をしたりしている時間は、1日あたり平均すると、 

およそどれくらいになりますか。（平日、休日それぞれについて、あてはまる番号１つに○） 

平日 休日 

１ ０分～15分未満 １ 2時間未満 

２ 15分～30分未満 ２ 2時間～4時間未満 

３ 30分～1時間未満 ３ 4時間～6時間未満 

４ 1時間～2時間未満 ４ 6時間～8時間未満 

５ 2時間～3時間未満 ５ 8時間～10時間未満 

６ 3時間～4時間未満 ６ 10時間以上 

７ 4時間以上   

 

問 19 お子さんの教育やしつけについて、あなたが心がけていることをうかがいます。 

①から⑫のそれぞれについてお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 あ
て
は
ま
る 

ま
あ
、
あ
て
は
ま
る 

あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら

な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

① 勉強をみるようにしている １ ２ ３ ４ 

② 毎日、夕食を一緒にとるようにしている １ ２ ３ ４ 

③ 見る時間を決めてテレビを見させている １ ２ ３ ４ 

④ 本を読むように勧めたり、読んだ本の感想を話し合ったりしている １ ２ ３ ４ 

⑤ 博物館、美術館、図書館、映画、演劇などに連れて行くようにしている １ ２ ３ ４ 

⑥ スポーツを一緒にするようにしている １ ２ ３ ４ 

⑦ 自然の中で、一緒に遊んだり、キャンプをしたりするようにしている １ ２ ３ ４ 

⑧ 近所の人たちと家族ぐるみで付き合うようにしている １ ２ ３ ４ 

⑨ 近所のお祭りや行事に、一緒に参加するようにしている １ ２ ３ ４ 

⑩ 学校の行事には、必ず、行くようにしている １ ２ ３ ４ 

⑪ 欲しがるものは、たいてい買い与えるようにしている １ ２ ３ ４ 

⑫ 自分でできることは任せている １ ２ ３ ４ 
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問 20 あなたは、お子さんについて不安に思うことがありますか。 

①から⑦のそれぞれについてお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 不
安
に
思
う 

や
や
不
安
に
思
う 

あ
ま
り
不
安
に
思
わ

な
い 

不
安
は
な
い 

① 心身の病気 １ ２ ３ ４ 

② 非行や問題行動 １ ２ ３ ４ 

③ 友人関係 １ ２ ３ ４ 

④ 勉強や学校の成績 １ ２ ３ ４ 

⑤ 進学や受験 １ ２ ３ ４ 

⑥ 基本的な生活習慣やマナー・礼儀が身に付いていないこと １ ２ ３ ４ 

⑦ 子どもの気持ちがわからないこと １ ２ ３ ４ 

 

問 21あなたは、お子さんの進学について、どこまで希望されていますか。（１つに○） 

１ 中学校 ５ 専門学校・高等専門学校 

２ 高等学校 ６ 考えたことがない 

３ 大学・短期大学 ７ わからない 

４ 大学院   

 

問 22 あなたは、お子さんが問 21の希望どおりの学校まで進むことになると思いますか。 

（１つに○） 

１ 思う→ 問 24へ  ２ 思わない→  問 23へ  ３ わからない→ 問 24へ  

 

問 23 問 22で「思わない」と答えた方におたずねします。その理由について教えてください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１ お子さんの希望と異なるから ３ 経済的な余裕がないから 

２ お子さんの学力から考えて ４ その他（           ） 
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４．あなたのことについておたずねします。 

 

問 24 次の意見についてどう思いますか。①から⑧のそれぞれについてお答えください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

① 学歴によっては将来希望する職業につけない １ ２ ３ ４ 

② 他のことを我慢しても子どもの教育にお金をかけた方がよい １ ２ ３ ４ 

③ 勉強することでいろいろな考えを身につけることができる １ ２ ３ ４ 

④ 努力すれば夢や希望は実現する １ ２ ３ ４ 

⑤ 子どもには一生懸命勉強してほしい １ ２ ３ ４ 

⑥ 子どもには少しでも早く働いてほしい １ ２ ３ ４ 

⑦ 子どもには早く親元から独立してほしい １ ２ ３ ４ 

⑧ 子どもには家事やきょうだいの世話をしてほしい １ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

 

 

問 25 初めて親となった年齢はいくつですか。（実子以外も含みます）（１つに○） 

１ 10歳代 ３ 24～26歳 ５ 31～34歳 ７ 40歳以上 

２ 20～23歳 ４ 27～30歳 ６ 35～39歳   
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問 26 次の①から⑦について、おうちの方を含め（子どもを除く）、あなたを支えてくれて手伝っ

てくれる人、または手伝ってくれそうな人はいますか。（１、２のどちらかに○） 

 いる いない 

① 心配ごとや悩みごとを親身になって聞いてくれる人 １ ２ 

② あなたの気持ちを察して思いやってくれる人 １ ２ 

③ 趣味や興味のあることを一緒に話して、気分転換させてくれる人 １ ２ 

④ 子どもとの関わりについて、適切な助言をしてくれる人 １ ２ 

⑤ 
子どもの学びや遊びをゆたかにする情報を教えてくれる人 

（運動・文化活動） 
１ ２ 

⑥ 子どもの体調が悪いとき、医療機関に連れて行ってくれる人 １ ２ 

⑦ 留守を頼める人 １ ２ 

 

問 27 あなたが本当に困ったときや悩みがあるとき、相談相手や相談先はどこですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１ 配偶者・パートナー 10 放課後児童クラブの指導員 

２ 自分の親 11 地域の民生委員・児童委員 

３ 配偶者・パートナーの親 12 民間の支援団体 

４ きょうだい・その他の親戚 13 民間のカウンセラー・電話相談 

５ 近隣に住む知人や友人 14 医療機関の医師や看護師 

６ 近隣に住んでいない知人や友人 15 インターネットのサイトへの書き込み 

７ 職場関係者 16 その他（           ） 

８ 学校の先生やスクールカウンセラー 17 相談できる相手がいない 

９ 公的機関や役所の相談員   
 
 

問 28 あなたの心の状態についておたずねします。 

 

（１）将来に対して希望を持っていますか。（１つに○） 

 

（２）ストレスを発散できるものがありますか。（１つに○） 

１ ある ３ ない 

２ あるときもあれば、ないときもある ４ わからない 

  

１ 希望が持てる ３ 希望が持てない 

２ 希望が持てるときもあれば、持てない時もある ４ わからない 
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（３）ご自分が幸せだと思いますか。（１つに○） 

 

問 29 あなたは最近、自分の体や気持ちで気になることはありますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 

問 30 不安やイライラなどの感情を子どもに向けてしまうことがありますか。（１つに○） 

 

問 31 あなたは、定期的に健康診断を受けていますか。（１つに○） 

１ はい               ２ いいえ 

 

  

１ とても幸せだと思う ４ 幸せだと思わない 

２ 幸せだと思う ５ わからない 

３ あまり幸せだと思わない   

１ ねむれない 11 やる気が起きない 

２ よく頭がいたくなる 12 イライラする 

３ 歯がいたい 13 よく肩がこる 

４ 不安な気持ちになる 14 よく腰がいたくなる 

５ ものを見づらい 15 疲れやすい 

６ 聞こえにくい 16 食欲がない 

７ よくおなかがいたくなる 17 集中力がない 

８ よくかぜをひく 18 その他（           ） 

９ よくかゆくなる 19 とくに気になるところはない 

10 まわりが気になる 20 わからない 

１ よくある ４ ない 

２ 時々ある ５ わからない 

３ ほとんどない   
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５．世帯の経済状況についておたずねします。 

問 32 次の①から⑤について、おたずねします。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

問 33 あなたの家計の経済状況についておたずねします。 

（１）あなたの世帯で収入のある方の人数を教えてください。（１つに○） 

 

（２）あなたの世帯で主に生計を支えている方はどなたですか。 

（お子さんからみた続き柄で、あてはまる番号１つに○） 

 

  

 
そう 

思う 

まあそう

思う 

あまり思

わない 

思わ 

ない 

わから

ない 

① 
自分が立てた目標や計画はうまく

できる自信がある 
１ ２ ３ ４ ５ 

② 
はじめはうまくいかない事でも、 

できるまでやり続ける 
１ ２ ３ ４ ５ 

③ 
人の集まりの中では、うまくふる 

まえない 
１ ２ ３ ４ ５ 

④ 
私は自分から友だちを作るのが 

うまい 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 
人生で起きる問題の多くは自分 

では解決できない 
１ ２ ３ ４ ５ 

１ 1人 ３ 3人 ５ 5人以上 

２ 2人 ４ 4人   

１ 母親 ４ 姉、兄 

２ 父親 ５ おば・おじなどの親戚 

３ 祖母、祖父 ６ その他の人（         ） 
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（３）あなたの世帯では、①から⑩の手当や援助等による収入がありますか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

※「就学援助費」とは、経済的な理由により、就学が困難と認められる児童生徒に対して、学

用品費などを援助する制度です。 

※「児童扶養手当」とは、父または母と生計を同じくしていない 18歳到達後最初の年度末ま

での児童（児童に政令で定める程度の障害がある場合は 20歳未満の児童）を監護している

ひとり親家庭の母又は父等に支給される手当です。15 歳までを対象とした「児童手当」と

は異なります。 

※障害や難病を対象とした手当には、特別児童扶養手当、障害児福祉手当、特別障害者手当、

重度心身障害者（児）介護手当などがあります。 

 

  

 
受けて 

いる 

受けたこと 

がある 

受けたこと 

はない 

① 児童手当 １ ２ ３ 

② 就学援助費（※１） １ ２ ３ 

③ 児童扶養手当（※２） １ ２ ３ 

④ 障害者や難病の手当（※３） １ ２ ３ 

⑤ 生活保護 １ ２ ３ 

⑥ 公的年金（老齢年金） １ ２ ３ 

⑦ 公的年金（遺族年金、障害年金） １ ２ ３ 

⑧ 雇用保険（失業保険） １ ２ ３ 

⑨ 養育費 １ ２ ３ 

⑩ 親・親族からの仕送り １ ２ ３ 
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（４）前年（2016年）のあなたの世帯の収入の合計額は、およそいくらでしたか。（１つに○） 

※収入には、働いて得た給料だけでなく、株式配当や副収入を含めて合計してください。税金

や社会保険料を払ったあとの額でお答えください。 

※また、公的な援助手当や養育費・仕送りを除いた額をお答えください。 

 

  

１ 50万円未満 12 550～600万円未満 

２ 50～100万円未満 13 600～650万円未満 

３ 100～150万円未満 14 650～700万円未満 

４ 150～200万円未満 15 700～750万円未満 

５ 200～250万円未満 16 750～800万円未満 

６ 250～300万円未満 17 800～850万円未満 

７ 300～350万円未満 18 850～900万円未満 

８ 350～400万円未満 19 900～950万円未満 

９ 400～450万円未満 20 950～1,000万円未満 

10 450～500万円未満 21 1,000万円以上 

11 500～550万円未満 22 わからない 
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６．必要な支援についておたずねします。 

 

 

 

問 34 お子さんにとって、現在、または将来的に、どのような支援があるとよいと思いますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 

問 35 あなたが現在必要としていること、重要だと思う支援等はどのようなものですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 

  

１  保護者が家にいないときに子どもを預かる場やサービスの提供 

２  生活や就学のための経済的支援 

３  進路や生活などについてなんでも相談できるところ 

４  仲間と出会え、一緒に活動できるところ 

５  地域における子どもの居場所の提供 

６  読み書き計算などの基礎的な学習への支援 

７  仕事に就けるようにするための就労に関する支援 

８  子どものみで無料もしくは安価で食事ができる場所の提供 

９  進学や資格を取るための発展的な学習の支援 

10  その他（                                   ） 

11  特にない 

12  よくわからない 

１  子どものことや生活のことなど悩みごとを相談できること 

２  同じような悩みを持った人同士で知り合えること 

３  地域の人から助けてもらえること 

４  離婚のことや養育費のことなどについて法的な相談ができること 

５  病気や障害のことなどについて専門的な相談が受けられること 

６  住宅を探したり住宅費を軽減したりするための支援が受けられること 

７  病気や出産、事故などの事情があったときに一時的に子どもを預けられること 

８  子どもの就学にかかる費用が軽減されること 

９  一時的に必要な資金を借りられること 

10  就職・転職のための支援が受けられること 

11  その他（                                   ） 

12  特にない 

13  よくわからない 
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問 36 日々の生活や子育てのなかで、困っていることがあればご自由に書いてください。 

 

質問は以上です。調査にご協力いただきありがとうございました。 

子どものアンケートを入れた封筒とあわせて、返信用封筒（同封の大きい封筒）に入れ、 

切手を貼らずに８月３日（木）までにご投函ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


